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宗
門
総
合
振
興
計
画
『
基
本
方
針
Ⅲ
．
宗
門
の
基
盤
づ
く
り
』
の
中
で
、「
持
続
可

能
な
寺
院
の
あ
り
方
を
検
討
、
運
用
」
す
る
先
駆
的
取
り
組
み
と
し
て
、
宗
門
関
係
学

校
で
あ
る
龍
谷
大
学
と
の
「
宗
学
連
携
」
か
ら
、「
寺
院
を
拠
点
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
を
実
施
し
、
地
域
・
寺
お
こ
し
の
モ
デ
ル
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
「
寺
院
を
拠
点
と
し
た
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
と
し
て
、「
龍
谷
大
学
農
学
部
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」（
正
課
科
目
）
に
加
え
、

「
お
寺
de
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」（
宗
派

主
催
）
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
主

に
夏
休
み
を
中
心
と
す
る
、
７
月
14
日
〜
９
月

11
日
の
期
間
に
、
茨
城
、
山
梨
、
滋
賀
、
京

都
、
奈
良
、
島
根
、
広
島
県
の
９
カ
寺
が
合
計

14
名
の
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

特
に
、「
お
寺
de
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
の
受
け
入
れ
寺
院
（
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘

町
・
寶
幢
寺
、
京
都
府
与
謝
郡
与
謝
野
町
・
浄
福

寺
、
島
根
県
浜
田
市
・
西
方
寺
）
か
ら
は
、
地

域
情
報
誌
（
農
協
等
）
に
「
地
元
の
話
題
」
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
な
ど
、
後
日
反
響
が
あ

っ
た
旨
ご
報
告
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

先
日
、
受
け
入
れ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
寺
院

ご
住
職
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
概
お
お
む

ね
次
の
よ
う
に
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
受
け
入
れ
に
不
安
で
あ
っ
た
が
、
門
徒
や
総

代
の
協
力
が
あ
り
、
よ
り
付
き
合
い
が
深
ま

っ
た
。
住
職
、
寺
族
の
お
も
て
な
し
を
含
め

た
ス
タ
ッ
フ
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

〇
学
生
は
大
変
礼
儀
正
し
く
、
熱
心
に
取
り
組

み
、
皆
様
に
も
好
評
だ
っ
た
。

〇
受
け
入
れ
門
徒
は
、
学
生
へ
仕
事
を
伝
え
る

こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
た
。

〇
交
流
会
で
は
、
学
生
だ
け
で
な
く
門
徒
同
士

が
意
見
交
換
を
す
る
場
と
も
な
り
、
有
意
義

で
あ
っ
た
。

〇
役
場
の
農
林
課
、
民
間
地
域
活
性
団
体
な
ど
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の
協
力
も
得
て
、
新
た
な
知
見
や
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

〇
地
域
や
集
落
内
経
済
の
循
環
が
な
い
こ
と

が
、
過
疎
に
つ
な
が
る
こ
と
、
ま
た
農
林
業

後
継
者
の
不
足
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
っ
た
。

〇
地
域
や
お
寺
の
現
状
を
見
直
し
、
誇
れ
る
も

の
は
何
か
、
強
み
や
弱
み
は
何
か
、
さ
ら
に

は
持
続
可
能
な
集
落
、
お
寺
を
考
え
る
上

で
、
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
次
年
度

も
受
け
入
れ
た
い
。

こ
の
た
び
は
、「
龍
谷
大
学
農
学
部
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
」
担
当
の
佐
藤
龍
子
教
授
よ
り

「
農
学
部
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
主
旨
や
お

寺
の
役
割
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
寄
稿
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
年
度
の
募
集
に
つ
き
ま
し
て

は
、
12
頁
よ
り
掲
載
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
４
月
に
農
学
部
が
新
設
さ
れ
、

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
農
学
部
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
は
２
年
目
の
２
０
１
６
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
主
に
２
年
生
が
対
象
で

す
。
２
０
１
６
年
度
は
39
名
、
２
０
１
７
年
度

44
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
学
年
約
400

名
で
す
の
で
、
１
割
ほ
ど
の
学
生
が
参
加
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
学
部
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
実
習
２
週

間
・
２
単
位
、
１
週
間
・
１
単
位
の
正
課
科
目

で
す
。
正
課
の
科
目
で
す
か
ら
、
以
下
の
よ
う

龍
谷
大
学
農
学
部
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る

寺
院
の
役
割
と
今
後
に
つ
い
て

佐
藤
龍り

ゅ
う

子こ

龍
谷
大
学
農
学
部
食
料
農
業
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授

な
手
順
で
厳
格
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
募
集
ガ

イ
ダ
ン
ス
↓
申
請
書
提
出
↓
書
類
選
考
と
実
習

先
マ
ッ
チ
ン
グ
↓
事
前
学
習
90
分
×
２
コ
マ
↓

実
習
（
１
〜
２
週
間
）・
日
報
を
作
成
↓
事
後

学
習
90
分
×
２
コ
マ
↓
報
告
会
（
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
発
表
）↓
レ
ポ
ー
ト
提
出
。
成
績
は
素

点
で
各
自
に
つ
け
ま
す
。
報
告
会
の
前
に
、
学

生
た
ち
は
班
で
集
ま
っ
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
作

成
の
作
業
を
し
ま
す
。
座
学
の
１
単
位
・
２
単

位
に
比
べ
、
学
生
の
負
担
は
大
き
い
科
目
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
参
加
希
望
の
学
生

は
多
く
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
結
果
行
け
な
い
学
生

も
い
ま
す
。
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こ
の
う
ち
寺
院
へ
の
参
加
は
、
２
０
１
７
年

度
６
カ
寺
、
７
名
（
山
梨
県
甲
州
市
萬
福
寺

１
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
専
光
寺
１
、
滋
賀

県
彦
根
市
證
大
寺
１
、
奈
良
県
宇
陀
市
正
定
寺

２
、
奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
光
遍
寺
１
、
広
島

県
三
次
市
東
光
坊
１
）、
２
０
１
６
年
５
カ
寺
、

７
名
（
山
梨
県
甲
州
市
萬
福
寺
２
、
滋
賀
県
彦

根
市
證
大
寺
１
、
奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
光
遍

寺
２
、
広
島
県
三
次
市
東
光

坊
１
、
島
根
県
大
田
市
浄
土

寺
１
）
で
す
。
寺
院
や
門
徒

宅
に
泊
ま
り
、
地
域
に
密
着

し
た
産
業
や
農
業
・
林
業
・

畜
産
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
経
験
で
き
る
こ
と
か
ら
、

学
生
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

参
加
学
生
は
地
域
の
中
核
で

あ
る
寺
院
の
役
割
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
体
感
し
、
過

疎
地
の
課
題
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
お

寺
を
身
近
に
感
じ
、
シ
ン
パ

シ
ー
を
醸
成
し
、
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
ま

す
。
座
学
の
仏
教
で
な
く
、

現
代
に
生
き
る
寺
院
と
仏
教

に
触
れ
、
成
長
し
て
大
学
に

戻
っ
て
き
ま
す
。
企
業
・
団

体
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

と
は
異
な
る
効
果
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
も
そ
も
大
学
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
「
大
学
等
に
お

け
る
学
修
と
社
会
で
の
経
験
を
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
学
生
の
大
学
等
に
お
け
る
学
修
の
深
化

や
新
た
な
学
習
意
欲
の
喚
起
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
学
生
が
自
己
の
職
業
適
性
や
将
来
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
、
主
体
的
な
職
業
選

択
や
高
い
職
業
意
識
の
育
成
が
図
ら
れ
る
有
益

な
取
組
」（
文
部
科
学
省
、
２
０
１
５
）
で
す
。

こ
の
趣
旨
か
ら
鑑か
ん
がみ

る
と
、
僧
侶
養
成
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

「
お
寺
de
フ
ィ
ー
ル
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う

方
が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

宗門総合振興計画

島根県・浜田市

奈良県・天川村
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今
後
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
継
続
し

つ
つ
も
、
よ
り
適
切
で
新
し
い
形
態
と
し
て
寺

院
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
Project Based learning）

型
授
業
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
は
、

学
生
が
課
題
を
見
つ
け
、
チ
ー
ム
で
課
題
解
決

を
考
え
、
解
決
策
を
提
案
（
実
施
）
す
る
学
び

で
す
。
こ
の
方
法
で
「
寺
院
が
地
域
社
会
と
学

生
と
を
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
り
、

地
域
活
性
化
の
中
心
的
役
割
を
担に
な

っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
」（
玉
井
、
２
０

１
６
）
可
能
性
が
高
ま
る
で
し

ょ
う
。

龍
谷
大
学
の
強
み
と
農
学
部

生
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
資
産
や

資
質
を
生
か
し
、
過
疎
地
の
寺

院
と
コ
ラ
ボ
す
る
こ
と
で
、
学

生
と
地
域
が
元
気
に
な
る
仕
組

み
を
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
も
大
学
も
大
き
な
変
貌

を
と
げ
て
い
ま
す
。
大
学
内
だ

け
で
教
育
が
完
結
す
る
時
代
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
教

育
に
寺
院
や
地
域
の
方
々
の

お
力
が
必
要
で
す
。
地
域
の

資
産
を
学
生
の
成
長
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

今
後
と
も
ご
協
力
と
ご
支
援

の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
　
　
※
　
　
※

私
の
出
身
は
山
形
県
鶴
岡
市
で
す
。
山
形
県

は
本
願
寺
派
が
27
カ
寺
と
非
常
に
少
な
い
そ
う

で
す
が
、
実
家
は
門
徒
で
、
所
属
寺
は
私
も
大

好
き
な
詩
人
、
茨
木
の
り
子
の
墓
所
と
し
て
有

名
な
浄
禅
寺
で
す
。「
龍
谷
の
龍り
ゅ
う

子こ

で
す
」
と

自
己
紹
介
を
し
て
お
り
、
ご
縁
の
あ
る
龍
谷
大

学
と
宗
派
の
寺
院
が
と
も
に
活
性
化
し
て
い
け

る
道
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

奈良県・天川村

事後学習


